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ＮＥＸＣＯ中日本 個別施設計画 

 

１．道路施設の現状と課題  

１）橋梁 

中日本高速道路株式会社（以下、「ＮＥＸＣＯ中日本」という。）が管理する橋梁は令

和２年３月３１日現在６，０１６橋であり、建設後の平均経過年数は約３６年、また、

建設後５０年を越える橋梁数の割合は、現在の約２７％が、１０年後には約５３％、２

０年後には６７％となり、高齢化が急速に進んでいる。 

近年、経年劣化とともに、車両の大型化並びに大型車交通量の増加や、凍結防止剤の

使用量の増加など、厳しい環境条件下で、高速道路本体構造物の劣化が顕在化してきて

いることから、定期点検による確実な状態把握（早期発見）、点検結果に基づく確実な対

策（早期補修）、ライフサイクルコストの最小化、予防保全及び性能強化の観点を考慮

し、高速道路資産の機能を長期にわたって健全に保つための、大規模更新及び大規模修

繕（以下、「特定更新等工事」という。）の着実な実施が必要となる。 

 

２）トンネル 

   ＮＥＸＣＯ中日本が管理する供用中のトンネルは令和２年３月３１日現在４４１本

であり、建設後の平均経過年数は約２２年、また、建設後５０年を越えるトンネル本数

の割合は、現在の約１１％が、１０年後には約２０％、２０年後には約２９％となり、

高齢化が急速に進んでいく状況である。 

更に、近年、コンクリート片の剥落、ひび割れ、漏水などの事象が散見され、定期点

検による確実な状態把握（早期発見）、点検結果に基づく確実な対策（早期補修）、若し

くは、特定更新等工事の着実な実施が必要となる。 

 

３）大型の構造物等 

３－１）シェッド、大型カルバート等 

ＮＥＸＣＯ中日本が管理するシェッド・大型カルバート等は令和２年３月３１日現在

９９６箇所（シェッド１１箇所、大型カルバート（内空２車線以上の道路を有する程度

の規模）９８５箇所）であり、建設後の平均経過年数は約３４年、また、建設後５０年

を越えるものの割合は、現在の約２６％が、１０年後には約４３％、２０年後には６４％

を越え、高齢化が急速に進んでいく状況である。 

   更に、近年、部材の剥落などの事象が散見され、定期点検による確実な状態把握（早

期発見）、点検結果に基づく確実な対策（早期補修）の必要性に迫られている。 

 

３－２）横断歩道橋 

 ＮＥＸＣＯ中日本が管理する横断歩道橋は令和２年３月３１日現在１２橋であり、建

設後の平均経過年数は約４０年、また、建設後５０年を越えるものの割合は、現在の約



４２％が、１０年後には約４２％、２０年後には５０％を越え、高齢化が急速に進んで

いく状況である。 

   更に、近年、一部の横断歩道橋にコンクリートのひび割れなどが散見され、定期点検

による確実な状態把握（早期発見）、点検結果に基づく確実な対策（早期補修）の必要

性に迫られている。 

 

３－３）門型標識等 

ＮＥＸＣＯ中日本が管理する門型標識等は令和２年３月３１日現在１，５８６基（門

型式（オーバーヘッド式）の道路標識１，１１６基、道路情報提供装置（収集装置含む）

４７０基）であり、建設後の平均経過年数は約１９年、また、建設後５０年を越えるも

のの割合は、現在の約２％が、１０年後には約４％、２０年後には１６％を越え、高齢

化が進んでいく状況である。 

   更に、近年、一部の門型標識等に著しい腐食などの損傷が散見され、定期点検による

確実な状態把握（早期発見）、点検結果に基づく確実な対策（早期補修）の必要性に迫

られている。 

 

２．道路施設のメンテナンスサイクルの基本的な考え方 

高速道路事業は、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構（以下、「機構」と 

いう。）との協定に基づき、維持管理・更新等に係る事業を実施しており、現在の技術や

仕組みによる維持管理状況が概ね継続する場合を前提として、令和４５年度（２０６３

年度）までの維持管理費、修繕費及び令和１１年度（２０２９年度）までの特定更新等

工事費が定められている。 

 

機構との協定に基づく事業費 

 維持管理費 修繕費 

現  在（２０２０年度） ８６７億円 ２，３８９億円 
１０年後（２０３０年度） ６０５億円 ２９７億円 
１５年後（２０３５年度） ６１３億円 ３０１億円 
２０年度（２０４０年度） ６１７億円 ３０１億円 

 ※修繕費には、特定更新等工事を含む（税抜額） 

 

特定更新等工事を着実に実施しつつ、橋梁、トンネル等の点検については、保全点検要

領（構造物編）に基づき、５年に１度、近接目視による点検を実施し、トンネル等の健

全性の診断結果の分類に関する告示（平成 26 年国土交通省告示第 426 号）に合わせた

区分に分類している。 

 

 

 



 

区分 状態 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講
ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し
く高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

（トンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示（平成 26 年国土交通省告示第 426 号）） 

 

３．計画期間 

     ５年に１回の定期点検サイクルを踏まえるとともに、インフラ長寿命化計画の策定期

間に合わせ、令和２年度までとする。なお、点検結果等を踏まえ、適宜、計画を更新す

る。 

 

４．対策の優先順位の考え方 

１）橋梁 

   点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を講ずる。 

道路施設の状態（劣化・損傷の状況や要因等）を踏まえつつ、お客さまへの影響を最

小化するよう対策の優先順位を決定する。 

 

２）トンネル 

点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を講ずる。 

道路施設の状態（劣化・損傷の状況や要因等）を踏まえつつ、お客さまへの影響を最

小化するよう対策の優先順位を決定する。 

 

３）大型の構造物等（シェッド、大型カルバート等） 

点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を講ずる。 

道路施設の状態（劣化・損傷の状況や要因等）を踏まえつつ、お客さまへの影響を最小 

化するよう対策の優先順位を決定する。 

 

 

 

 

 

 



５．施設の状態・対策内容・実施時期・対策費用（別添 点検計画・修繕計画） 

  １）橋梁 

ＮＥＸＣＯ中日本で管理する橋梁６，０１６橋のうち、令和元年度は、１，３５２橋

について点検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰ１１６橋、Ⅱ１，１２７橋、Ⅲ１０９

橋、Ⅳ０橋となっている。 

   

 

 

２）トンネル 

ＮＥＸＣＯ中日本で管理するトンネル４４１本のうち、令和元年度は、８６本につい

て点検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰ３本、Ⅱ７３本、Ⅲ１０本、Ⅳ０本となって

いる。 

  

 



３）大型の構造物等 

３－１）大型の構造物等 （シェッド、大型カルバート等） 

ＮＥＸＣＯ中日本が管理するシェッド・大型カルバート等９９６箇所のうち、令和元

年度は、１６１箇所について点検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰ５６箇所、Ⅱ１０

２箇所、Ⅲ３箇所、Ⅳ０箇所となっている。 

    

 
 

 

３－２）横断歩道橋 

ＮＥＸＣＯ中日本が管理する横断歩道橋１２橋うち、令和元年度は、２橋について点

検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰ０橋、Ⅱ２橋、Ⅲ０橋、Ⅳ０橋となっている。 
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３－３）門型標識等 

ＮＥＸＣＯ中日本が管理する門型標識等１，５８６基のうち、令和元年度は、３０９

基について点検を実施し、その結果は、判定区分Ⅰ２１７基、Ⅱ８３基、Ⅲ９基、Ⅳ０

基となっている。 

    

 


